
セグメント別営業概況

【売上高】
● 	2020年2月以降は新型コロナウイルス感染症拡大による影響が発生
●	前連結会計年度より稼働を開始したダイエットクック白老新工場および	
関東ダイエットクック神奈川工場の売上高増加により増収を確保

【利益面】
● 	ダイエットクック白老新工場および関東ダイエットクック神奈川工場が	
収益改善となったが、新生産拠点稼働に伴う固定費の増加により減益

総菜関連事業等調味料・加工食品事業

2020年3月期

14,250

2019年3月期

13,1052020年3月期
売上高構成比

その他 1.5%

79.4% 19.1%

2017年
3月期

51,442

28,45628,456

55.3％55.3％

30,98430,984

47.8％47.8％

2018年
3月期

64,837

2019年
3月期

70,105

32,90032,900

46.9％46.9％

2020年
3月期

63,767

34,103

53.5％

総資産・純資産／自己資本比率
■ 総資産　■ 純資産
● 自己資本比率

2018年
3月期

2017年
3月期

2019年
3月期

2,867 2,877

2020年
3月期

2,296

親会社株主に
帰属する
当期純利益

2,058百万円
 （前期比 10.4%減）

●		主力商品の１kg形態のポテトサラダや	
素材を生かしたチルドポテトが伸長

●		外食を中心に大豆ミートを使用した	
商品の採用が増加

サラダ・総菜類
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●連結財務ハイライト（単位：百万円）
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当期のポイント

マヨネーズ・ドレッシング類

売上高18,034百万円
●		スーパー向け袋タイプのマヨネーズや	
バター系のソース商品が伸長

●		大型形態のマヨネーズや１Ｌタイプの	
ドレッシングが減少

タマゴ加工品

売上高19,974百万円
●		天候不順等の要因による消費低迷や	
メニューの減少等により	
コンビニエンスストア向けの	
タマゴサラダ等が減少

ケンコープレミアムⓇ
ポテト

やさいと大豆ミートの
キーマカレー

惣菜亭R厚焼き卵グッドテイスト
タマゴサラダ

HSマヨネーズ
タイプ

ガーリック
バターソース
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サラダ・総菜類（ポテト/ごぼう/ツナ等を使用したロング
ライフサラダ等）、タマゴ加工品（厚焼き卵、タマゴサラダ
等）、マヨネーズ・ドレッシング類の製造・販売

主な
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●		ダイエットクック白老新工場、	
関東ダイエットクック神奈川工場や	
基盤商材であるポテトサラダの	
伸長により増加

国内の連結子会社7社が行う事業
フレッシュ総菜（日配サラダ・和惣菜）の製造及び量販店等への販売、ケンコーマヨネーズからの調理加工食品
及びタマゴ加工品の生産受託事業

主な
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80百万円
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初夏野菜の
グリーンサラダ

主な
事業内容

※	海外事業は持分法適用会社のため売上高には含まれません。

ショップ事業（Salad Cafeショップ）
及び海外事業※

※	2021年３月期の業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が不透明であり、現時点で合理的な予想の算定を行うことが困難であることから未定としております。	
なお、業績予想の発表が可能となり次第、速やかに公表いたします。

財務情報

検 索詳しい財務情報は当社のIRサイト（株主・投資家情報）をご覧ください。www.kenkomayo.co.jp/ir
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